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６胎児期の器官形成について誤っているのはどれか。

ａ胎児の赤血球は、肝臓で作られる。

ｂ胎児心拍数は、妊娠１２週頃がもっとも低い。

ｃ妊娠初期の母体高血糖は、奇形発生のリスクになる。

ｄ受粘後１０日までの放射線被ばくでは、奇形発症率の上昇はない。

ｅ葉酸を妊娠前から摂取すると児の神経管閉鎖障害発症のリスクが減少する。

疾病と影響因子の組合せで正しいのはどれか。

乳癌

白血病

石綿

運動不足

放射線

ヒト乳頭腫ゥイルス

ヘリコバクター・ピロリ

ａ
１
Ｄ
Ｃ
ｄ
ｅ

７喫煙対策について正しいのはどれか。

ａ医師法では禁煙が努力義務として規定されている。

b禁煙補助薬には医師の処方が必要無いものもある｡

ｃ日本政府はＷＨＯのたばこ規制枠組条約を批准していない。

。健康日本21の具体的目標に未成年者の喫煙率の半減がある。

ｅニコチン依存症に対する禁煙治療は保険診療の対象ではない。

２Apgarスコアの観察項目に含まれるのはどれか。

ａ筋緊張

ｂ経皮酸素飽和度

ｃ心雑音

ｄ 身長

ｅ体重

2型糖尿病

８急性上部消化管出血の診断で、上部内視鏡検査の感度は９９％、特異度は９０％である。

上部内視鏡検査で出血が陽性のときの尤度比はどれか。

ａ０．ｌ

ｂ０．９９

ｃ９．９

ｄｌ８

ｅ９９

子宮頚癌

－２０５画１－

悪性中皮腫

４アレルギーを惹起する可能性があるため、食品に表示しなければならない原材料はどれか。２つ

選べ。

ａ 米

ｂ小麦

ｃ落花生

．マンゴー

ｅジャガイモ

５思春期の体の変化で正しいのはどれか。

ａ男子では一般に１１～１４歳頃に発育急伸期がみられる。

ｂ女子では一般に１９歳頃に最終身長に達する。

cTanner分類１期の女子では乳頭と乳房が小さく隆起する。

dTanner分類３期の男子では恥毛は陰茎部に沿ってまばらに生えるＣ

ｅ男子では一般に１２歳頃より声変りがみられる。

１０新鮮凍結血築輸血の適応があるのはどれか。２つ選べ。

ａ血友病Ａ

ｂ低アルブミン血症

ｃ低γ‐グロブリン血症

．血栓性血小板減少性紫斑病

ｅワーファリン過剰投与による頭蓋内出血

３作業管理はどれか。３つ選べ。

ａ騒音職場で‘騒音測定を行う。

ｂ振動作業において防振手袋を着用させる。

ｃ作業面を上げることで中腰作業をなくす。

ｄ有害物質の大きい物質を少ない物質に代替する。

ｅ粉じん作業に従事する者に防塵マスクを着用させる。

９麻薬性鎮痛薬について正しいのはどれか。

ａ便秘を来す。

ｂ呼吸抑制は生じない。

Ｃｌか月投与は認められない。

ｄモルヒネを服用すると散瞳する。

ｅがん'性姪痛に用いると依存になりやすい。

－２０５－２－
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１６胃酸分泌能について正しいのはどれか。

ａ萎縮性胃炎は高酸を呈する。

ｂ高位胃潰傷は低酸を呈する。

ｃ十二指腸漬傷は低酸が多い。

ｄ十二指腸ブレーキにより胃酸分泌は冗進する。

eZollingerEⅢSon症候群では酸分泌は低下する。

１１アルコール綿で消毒し、右上腕から２０ｍjの採血検査を行った後にショックとなった。

原因として考えられるのはどれか。２つ選べ。

ａ 心 原 性 シ ョ ッ ク

ｂ敗血症性ショック

ｃ神経原性ショック

．アナフイラキシーショック

ｅ循環血液量減少性ショック

１７急性心筋梗塞後に心不全を合併した患者さんに、Swan-Ganzカテーテルを留置した。

正常値はどれか。

ａ右心房圧：ｌ２ｍｍＨｇ

ｂ肺動脈収縮期圧：２２ｍｍＨｇ

ｃ肺動脈模入圧：ｌ６ｍｍＨｇ

ｄ心係数：２１ノ／分/㎡

ｅ混合静脈血酸素飽和度：５０％

１２３か月の母乳栄養児。出生体重は3,1009．

母乳不足が考えられるのはどれか。

ａ体重６ｋｇｏ

ｂ授乳後すぐに就眠する。

ｃ便が柔らかく回数が多い。

ｄ１回の授乳に４０分ほどかかる。

ｅ３～４時間おきに母乳をほしがる。

１３分娩の前駆症状はどれか。２つ選べ。

ａ胎動の増加

ｂ 子宮底の上昇

ｃ子宮頚管の熟化

．母体尿量の減少

ｅ血性粘液性のI室分泌物

１８図に示した（＊）の部位の名称は何か。

ａ側脳室

ｂ 第 ２ 脳室

ｃ第３脳室

ｄ中脳水道

ｅ第４脳室

国連世界食糧計画

保健協力開発機構

１４世界の保健活動組織の正しい名称と略語の組合せはどれか。

国際労働機関

世界医療機構

「
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ｅ 国連エイズ合同計画

－２０５－３－

１５診療時に配偶者からの暴力による負傷や疾病と考えられる者を発見した場合の対応として誤り

はどれか。

ａ守秘義務は免れる。

ｂ被害者の意思に関わらず通報してよい。

ｃ被害者の自尊心を傷つけないようにする。

ｄ相談窓口等の情報を提供するよう努めなければならない。

ｅ配偶者暴力相談支援センター又は警察官に通報することができる。

図

－２０５－４－



１９自己免疫疾患はどれか。

ａ悪性貧血

ｂ サラセミア

ｃ骨髄異形成症候群

ｄメイヘグリン異常症

ｅ遺伝性球状赤血球症

『

2Ｏ正しいのはどれか。

ａ高山病は高圧酸素療法のよい適応である。

ｂ７ｊ/分の酸素投与には経鼻カヌラが適当である。

ｃ慢性肺気腫患者は包括的呼吸リハビリテーションのよい適応である。

ｄ持続的気道陽圧法（CPAP）使用時には、酸素投与を併用すべきではない。

ｅ咳噸反射がなく､誤礁性肺炎を繰り返す患者は非侵襲的人工換気(NPPV)のよい適応である。

２１痛風で正しいのはどれか。

ａ女』性に多い。

ｂ腎結石を発症する。

ｃ尿酸産牛渦剰型が多い。

ｄ尿酸塩は糸球体に沈着する。

ｅ尿酸は体内で５ｍｇ/dZ以上になると析出する。

２２下腸間膜動脈から分枝する血管はどれか。

ａ中結腸動脈

ｂ内腸骨動脈

ｃ外腸骨動脈

ｄ上直腸動脈

ｅ中直腸動脈

２３次のうち、母子保健法に規定されていないのはどれか。

ａ母子健康手帳の交付

ｂ妊婦健康診査

ｃ未熟児養育医療

ｄ１歳６か月児健診

ｅ出生証明書の交付

－２０５－５－

存祷宮

哩

２４周産期死亡率と関係するのはどれか。

ａ１２週以降の死産

ｂ２４週以降の死産

ｃ２８週以降の死産

ｄ７Ｉ｣未満の新生児死亡

ｅ２８日未満の新生児死亡

２５医療法に基づく医療計画に記載されている４疾病５事業について誤っているのはどれかＣ

ａ糖尿病について記赦されている。

ｂ５事業の一つは救急医療である。

ｃ高齢者医療について記載されている。

ｄ４疾病の中には急性心筋梗塞が含まれる。

ｅ地域連携クリティカルパスの普及が推奨される。

２６健康日本２１について正しいのはどれか。３つ選べ。

ａ健康寿命の延長を目指す。

ｂ生活の質の向上を目指す。

ｃ数値目標を設定している。

ｄ二次予防（健診）に重点をおく。

ｅ歯の健康は重点項目に含まれていない。

２７この頭部単純ＣＴから予想される急速に進行する症状として誤っているのはどれか。

ａ 徐 脈

ｂ高血圧

ｃ下顎呼吸

ｄ瞳孔不同

ｅ項部硬直

－２０５－６－

頭部単純ＣＴ



声帯を緊張させる－上喉頭神経支配

声帯を緊張させる－下喉頭神経支配

「
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３３喉頭を形成しないのはどれか。

ａ舌骨

ｂ輪状軟骨

ｃ披裂軟骨

ｄ甲状軟骨

ｅ喉頭蓋軟骨

２８慢性閉塞性肺疾患にみられる所見はどれかＣ

ａ脊椎側湾

ｂ吸気の延長

ｃ極端な肥満

ｄ口すぼめ呼吸

ｅ心濁音界拡大

３４尿路の機能について誤っているのはどれか。

ａ閉鎖神経は排尿に関与する。

ｂ陰部神経は蓄尿に関与する。

ｃ外尿道括約筋は随意筋である。

ｄ尿管は嬬動運動で尿を輸送する。

ｅ前立腺にはα１受容体が存在する。

２９正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ非電離放射線により皮膚炎は起こる。

ｂ電離放射線による発がんは確定的影響である。

ｃ電離放射線による白内障は早期障害の一つである。

。電離放射線による奇形誘発は妊娠後期の被曝で多い。

ｅシーベルト＜Sv＞は放射線防護のために用いられる単位である。

３５正しいのはどれか。

ａ瞳孔径は加齢とともに大きくなる。

ｂ瞳孔散大筋は。リン作動性である。

ｃ瞳孔括約筋は動眼神経支配を受ける。

ｄ近見によって散瞳する。

ｅ眼圧上昇によって縮瞳する。

３０無脈性電気的活動が見られる場合に投与すべき薬剤はどれか。

ａアトロピン

ｂアドレナリン

ｃアミオダロン

．ジゴキシン

ｅベラパミル

３６正しい組合せはどれかｃ３１自我意識の障害はどれか。

ａ離人（症）

ｂ構成失行

ｃ連 合 弛 緩

．緊張病症候群

eKleine-Levin症候群

上喉頭神経支配

上喉頭神経支配

下喉頭神経支配

声帯を緩める

声帯を緩める

声帯を緩める
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３７空腹時の組合せで正しいのはどれか。３２光線過敏と関連のない疾患はどれか。

ａ種痘様水庖症

ｂ 色素性乾皮症

ｃ薬剤性過敏症症候群

ｄ全身性エリテマトーデス

ｅ晩発性皮府ポルフイリン症

グリコーゲン合成促進

脂肪酸放出促進

インスリン分泌促進

レプチン分泌促進

グルカゴン分泌促進I背

脂肪組織
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４２５８歳の女性。専業主婦。

健康診断で高血糖と肥満を指摘されて来院した。

身長154ｃｍ、体重67kg、ＢＭＩ２８ｋｇ/㎡･血圧134/８４ｍｍHｇｏ尿所見：蛋白（一)、糖2+、ケ

トン体（－)。

血清生化学所見：空腹時血糖140ｍｇ/ｄｊ、ＨｂＡｌｃ６､２％・

指導を行う上でエネルギー指示として適切なのはどれか。

ａ1,000ｋcal

ｂ1,300ｋcal

ｃ1,600ｋcal

ｄ1,800ｋcal

e2200kcal

３８活性化が人での発癌につながる遺伝子はどれか。２つ選べ。

ａＡＰＣ

ｂｃ－７７ｚｙｃ＜Ｍｙ℃＞

ｃ圧”ｓ＜Ｋ]?ＡＳ＞

ｄｌ５３＜ｍＰ５３＞

ｅ Ｒ ６ ＜ Ｒ Ｂ Ｚ ＞

３９薬剤と副作用の組合せで誤っているのはどれか。 ２つ選べ。

高熱

下痢

るいそう

空咳

浮腫

ａ吸入麻酔薬

ｂ塩酸モルヒネ

ｃ甲状腺ホルモン

ｄ イ ソ プ ロ テ レ ノールー

ｅ非ステロイド性抗炎症薬 ４３３９歳の０経妊０経産婦。妊娠中は順調に経過していた。４１週２日、自然に陣痛発来し､入院した。

胎児心拍陣痛図は正常所見で、分娩第２期遷延のため、吸引分娩をおこなったところ、２度滑脱し、

３度目に娩出できた。児は３，８７２９の女児で、アプガースコアは、１分値７点/5分値８点、保温と

気道確保に気をつけて経過を診た。

１２時間後、児の頭部全体に暗赤色の腫脹が広がり、ぐったりした。

考えられる病態はどれか。

ａ 産 癌

ｂ頭血腫

ｃ脳室上 衣下出血

ｄｌｌｌ目状腿膜下出血

ｅ横隔膜神経麻揮

－２０５－９－

４１４１歳の初産婦。妊娠28週０日の妊婦健診の際､超音波検査を実施し、胎児計測を行ったところ、

以下の様な結果になった。

推定胎児体重は８３５９で偏差値は-2.11と計算された。

次に行うべき検査はどれか。

ａ胎児採血

ｂ胎児MRI検査

ｃ羊水染色体検査

． ノンストレステスト

ｅマイクロバブルテスト

－２０５－１０－

４０医原病はどれか。

ａ刺青による田Ｖ感染

ｂ入院中に発症したインフルエンザ

ｃ入院中の転倒を原因とする大腿骨骨折

．母子間感染によるＢ型肝炎ウイルスキャリア

ｅ針を替えずに行った集団予防接種で感染したＣ型慢性肝炎

計測部位

温顔大{撹径

腹囲

大腿骨長

ＢＰＩ〕

ＡＣ

FＬ

:測偵

６８ｍｍ

ﾕ８６mlz：

４８ｍｍ

偏差値

0.64

２５３

０．５３
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４６７８歳の男性。慢性閉塞性肺疾患により２年前から在宅酸素療法を行っている。普段の酸素投与

量は、安静時0.5J/分、労作時ｌ〃分である。数日前より感冒症状が出現し、本日より発熱、湿

性咳鰍、呼吸困難が出現し、救急外来を受診した。体温38.3℃、脈拍１２０回／分、血圧１１４/６２

mmHg、呼吸回数３０回／分、ＳｐＯ２８２％（酸素１J/分吸入下)。意識レベルは混濁。動脈血液ガス

分析にて、ｐＨ721、Pao251.8Torr，PaCO2705Torr、HCO528,4mEq/ﾉ。

この患者について正しいのはどれか。

ａ代謝性アシドーシスである。

ｂ意識障害があるため、頭部ＣＴスキャンをまず先に行う。

ｃ低酸素血症は重篤ではないため、酸素投与量は増やさず様子を見る。

ｄ高圧酸素療法の適応である。

ｅ人工呼吸療法も考慮して診療する。

４４６７歳の女性。検診で便潜血陽性であったため、精査のため来院した。既往歴と家族歴に特記す

べきことはない。腹部は平坦、軟で、圧揃は認めない。血液所見：赤血球410万、Ｈｂｌ３２ｇ/dﾉ、

Ｈt４０％、白血球7,200、血小板１９万。血液生化学所見:ＴＰ６８ｇ/d/、Ａｌｂ４．０９/ｄｊ、ＡＳＴ２０１Ｕ/j、

ALTl8IU〃､LDH2151U/Z(基準１１９～229)､ALP2751U/Z(基準115～359)｡免疫学所見:CRP０．１

ｍｇ/ｄｊ、ＣＥＡ２５ｎｇ/ｍＪ(基準５以下)。下部消化管内視鏡写真を示す。

対応として適切なのはどれか。

ａ外科的手術

ｂ抗癌化学療法

ｃ無治療で経過観察

ｄ内視鏡的ポリペクトミー

ｅ内視鏡的粘膜下層剥離術
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４７１８歳の男子。口渇、多飲、多尿および全身倦怠感を主訴に来院した。

現病歴：大学入学時の健康診断で尿糖を指摘されたが放置していた。lか月前より口渇が強く、

１日に３ノの水分を摂取している。１週間前より全身倦怠感を自覚している。体重はlか

月で５ｋｇ減少している。

既往歴、家族歴：特記すべきことはない。

受診時身体診察：意識清明◎身長１７０ｃｍ，体重５２ｋｇ・体温36.8℃・脈拍１０２/分、整。血圧

９４/６２mmHg・心音と呼吸音に異常を認めない。腹部は平坦、軟で、肝・牌を

触知しない。

検査所見：尿所見：糖4+、蛋白（－)、潜血（一)、ケトン体3+･

血液所見：赤血球540万、Ｈｂｌ６２ｇ/dﾉ、Ｈt５１．３％、白血球8,700、血糖652ｍｇ/dJ、

HbAlclO2％、総蛋白7.99/dJ、アルブミン4.09/dZ、尿素窒素29.6ｍｇ/dj，

クレアチニン0.9ｍｇ/dﾉ､Ｎａｌ３４ｍＥｑ/j､Ｋ５．６mEq/j､ＴＳＨＬ８６風U/ｍｊ(基

準0.3～4.0)、ＦＴ４１２ｎｇ/dｊ（基準1.0～1.8)。

診察所見でみられるのはどれか。２つ選べ。

ａ手指振戦

ｂ口腔粘膜乾燥

ｃ皮間色素沈着

dKussmaul大呼吸

ｅびまん性甲状腺腫

■

』
、

F部消化管内視鏡写真

４５８２歳の女性。一人暮らしで、これまで家事はすべて自立していた。玄関で転倒し、左大腿骨を

骨折した。

入院加療後、自立歩行が可能となり退院の予定だが、今後の適切な対応はどれか。

ａ特定機能病院への入院を勧める。

ｂ生活支援の実施は介護福祉士に限定する。

ｃ特別養護老人ホームへの入所の手配をする。

ｄ通所による運動リハビリテーションを勧める。

ｅベッド上安静の時間を長くするよう指示する。

－２０５－１２－－２０５－１１－
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４８２６歳の男性。悪心と呼吸困難を主訴に来院した。う歯の治療のため、歯科医院で局所麻酔を開

始したところ、数分後に悪心と呼吸困難が出現した。呼吸数26/分。血圧78/４６ｍｍＨｇ･胸部全

体にwheezesを聴取する｡

アレルギー反応のCoombs分類で同じ型に属するのはどれか。

a接触性皮府炎

ｂ過敏性肺臓炎

ｃ急性糸球体腎炎

ｄアレルギー性鼻炎

eGoodpasture症候群

４９３５歳の男性｡自家用車を運転中に衝突事故を起こし､救急車で搬送された｡ハンドルで腹部を打っ

たという。腹部は平坦で右季肋部から心商部に圧痛と打撲による皮下出血を認める。聴診･触診上、

特に異常を認めない。顔面蒼白､眼臓結膜に軽度の貧血を認めるが眼球結膜に黄染は認めない。視・

聴診で異常なく、筋性防御はみられない。呼吸数18/分、整。血圧110/８０mmHg・血液所見：Ｈｂ

ｌＯ６ｇ/dZ、白血球9,800。

まず行うべき検査はどれか。２つ選べ。

ａ腹部造影ＣＴ

ｂ 腹腔動脈造影

ｃ腹部超音波検査

ｄ上部消化管内視鏡検査

ｅ静脈性尿路（腎孟）造影

５０生後１日の新生児｡在胎40週､出生体重2,9009､Apgarｽｺｱ8点（1分）で出生した｡ロ甫

乳は良好で、排便と排尿を認めている。

精査の対象となる皮膚所見はどれか。２つ選べ。

ａ可視的黄痘

ｂ背部の蒙古斑

ｃ後頭部の血管腫

ｄ頭部の脂腺母斑

ｅ体幹のチアノーゼ

－２０５－１３－
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５１３２歳の初産婦。妊娠39週、周期的な子宮収縮を主訴に来院した。身長１５３ｃｍ、体重７４ｋｇ（非

妊時６９ｋｇ)。体温36.6℃・脈拍７２／分。血圧128/７４ｍｍＨｇ◎来院時の内診では、児頭が先進し

ており、子宮口は４ｃｍ開大、展退７０％、児頭の高さはＳｐ±０ｃｍ，頚管は中央に位置し、硬度は

軟だった。内診指で卵膜を触知しなかった。催分泌物は水様で、ＢＴB試験紙をつけたところ青変

した。子宮収縮は１５分から２０分に１回程度で、子宮収縮のたびに痔痛を訴えていた。胎児心拍

数陣痛図では、心拍数基線はｌ６０ｂｐｍ，心拍数基線細変動は保たれていた。４０分間の検査で、一

過性頻脈及び一過性徐脈は認められなかった。血液所見：白血球数8,400．免疫学所見：ＣＲＰ０．０３

ｍｇ/ｄｊ。

対応として適切なのはどれか。

ａ一時帰 宅

ｂ緊急帝王切開

ｃ骨盤エックス線撮影

ｄ胎児心拍数モニタリングの継続

ｅオキシトシン点滴による陣痛促進

５２４５歳の男性Ａは、中小企業のサラリーマンで被用者保険に加入している。４０歳の妻と３歳の娘、

８０歳の父は無職で被扶斐者である。先日男性Ａは健康診断を受け、高血圧を指摘された。その翌

日に業務中に負傷し、通院治療することになり、労災認定された。妻も健康診断を受けたが、異

常は指摘されなかった。３歳の娘は瑞息発作のため、近所の病院を受診した。８０歳の父は、高血

圧と脂質異常症のため通院中である。

正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ３歳の娘の自己負担率は２割である。

ｂ８０歳の父の通院加療のための費用は無料である。

ｃ男性Ａの負傷に関する治療費は公費医療の対象となる。

ｄ男性Ａの高血圧のための治療費は保険給付の対象となる。

ｅ男性Ａの健康診断は保険給付の対象になる。

－２０５－１４－
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５５７２歳の男性。３日前に右片麻蝉を発症し救急搬送された。意識はＪＣＳＩ－３、呼吸数12,整。心

拍数は82/分､整。血圧178/９８ｍｍＨｇ・呼びかけに反応するが発語は困難で､職下反射は遅延する。

右上下肢は弛緩性であり随意運動はない。ＣＴにて左被殻に高吸収域がある。

まず処方するリハビリテーションはどれか。

ａ安静

ｂ 経 口 摂取

ｃ立位訓練

ｄ関節可動域訓練

ｅポータブルトイレで排尿訓練

５３７０歳の男性◎下肢痛と腰痛を主訴に来院した。

現病歴：２年前から歩行時に増強する殿部痛と両下肢痛を認めていた。３か月前から会陰部の異

常感覚を自覚していた。

既往歴：特記すべきことはない。

現症：腰部と殿部に圧痛を認める。下肢伸展挙上テスト（Las6gue徴候）は陰性である。下肢

の深部腿反射や感覚障害は認めない。両側足背動脈の拍動は良好である。

腰椎単純エックス線像（前後像・側面像）と腰部MRIＴ２強調像（矢状断）を示す。

この疾患でみられる歩行障害はどれか。

ａ 随 意 破 行

ｂ墜落破行

ｃはさみ歩行

．逃避性破行

ｅ間欠〔性〕肢行

５６６８歳の男性｡透析歴なし。２日前から持続する背部痛を主訴に来院｡体温36.4℃･脈拍76/分､坐。

血圧164/９２ｍｍＨｇｏ白血球4,200/“。血清クレアチニン２．８ｍｇ/ｄｊ。血清CRP０．２８ｍｇ/ｄｊ。胸部

造影ＣＴ写真を示す。この症例に対しステントグラフ卜挿入術を行った。

合併症として可能性の低いのはどれか。

ａ対麻庫

ｂ透析導入

ｃ急性心筋梗塞

ｄ急性大動脈解離

ｅ下肢急'性動脈塞栓症
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腹部造影ＣＴ
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５４７２歳の男性。公園で倒れているところを通行人が発見し、救急車で搬送された。来院時、発語

はなく、舌根沈下が見られ、口腔内は分泌物が多量であった。呼吸は３６／分で、呼気にニンニク

臭を認めた｡体温35.6℃･血圧68/40ｍｍＨｇ･心拍数40回/分｡意識はJCSlOOo発汗が著明であった。

この患者の所見で認められないのはどれか。

ａ 散瞳

ｂ瑞 鳴

ｃ 振戦

ｄ筋線維醗縮

ｅ気道狭窄音
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腰椎単純エックス線像（前後像・側面像） ５７３９歳の男性。腹痛を主訴に来院した。

来院時の腹部造影ＣＴを示す。

診断に有用なのはどれか。２つ選べ。

ａ胃液検査

bBT-PABA試‘験（PＦＤ試験）

ｃｐＨモニタリング

ｄ上部消化管内視鏡検査

ｅ磁気共鳴胆管I華管撮影くMRCP〉

〆涌！｡陛

ト

腰部ＭＲｌＴ２強調像（矢状断）

胸部造影ＣＴ写真
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１０年前からたびたび腹痛発作で通院加療を受けている。
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５８３２歳の男性。８年前から統合失調症の治療を受けている。発病から就労はできていない。３か月

前怠薬を契機に精神症状が悪化し、入院加療となったが、内服治療により症状改善し、退院する

こととなった。

この患者がこの時点で利用するのに適切でない施設はどれか。

ａ授産施設

ｂ地域作業所

c精神科デｲｹｱ

。生活支援センター

ｅショートステイ施設

次の文を読み、６１～６３の問いに答えよ。

２８歳の男性。生来健康。ｌか月前に抜歯をした。

１週間前から３８℃を超える発熱があった。３日前より下痢とI亙吐が出現した。昨日から胸捕が出現

し、徐々に呼吸困難が加わった。

来院時､体温38.2℃･脈拍６２/分､不整。血圧８２/66ｍｍＨｇ・肺ラ音なし。心ギャロップを聴取。

結膜貧血なし、黄恒あり。肺ラ音はないが、拡張早期に過剰心音を聴取した。頚静脈怒張や下腿浮

腫はなかった。心電図を示す。心エコー図では、びまん性の芹宰畦甑動低下を認めたが、心膜液の貯

留はなかった。

vl-VY--1Iv一一A一ﾊーーーヘー

５９４６歳の男性。頭痛に対して市販の鎮痛薬を内服したところ、左の手背に紅斑がと

は痛捧さを伴っていた。紅斑出現後、１週間の経過で写真のように色素斑となった。

鎮痛薬を飲んだ後に、全く同じ部位に紅斑が出現したことがある。

原因検索のために必要な検査はどれか。

左の手背に紅斑が出現した。紅斑

に色素斑となった。以前にも同じ

一一V,～ー一T～一
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６０７７歳の男性。肺癌と診断されたが病院嫌いのため、自宅療養中であり、定期的に担当医の往診

を受けていた。家族から朝起きたら亡くなっていたと連絡が入ったため、相当医は直ちに往診した。

なお最終の往診は２日前であった。死後診察の結果、異状はなく死因は肺癌と推定された。

死亡診断書（死体検案書）の発行について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ肺癌として死亡診断書を発行する。

ｂ事前に所轄警察署に届け出が必要である。

ｃ死亡時刻には死後診察の時刻を記入する。

ｄ死亡時刻には家族の発見時刻を記入する。

ｅ担当医の署名があれば押印は不要である。

V５

Ｖ６－Ａハー｣(へ．



アミラーゼ220単位（基準37～160)。
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次の文を読み、６４～６６の問いに答えよ。

６２歳の女性。２週間前からの階段昇降時の息切れを主訴に来院した。

現病歴：１年前より全身倦怠感、半年前より目のかすみを自覚している。１５年前に健康診断で糖尿

病と診断され、１０年前より経口血糖降下薬を内服していた。

現症：身長１５３ｃｍ、体重５５ｋｇ･脈拍88/分、整。血圧166/９８mmHg・意識は清明。眼臓結膜

は蒼白であるが、眼球結膜に黄染は認めない。下腿に浮腫を認める。

家族歴：父親が糖尿病である。

検査所見：尿所見：蛋白４+、糖1+、ケトン体（－)、潜血反応（一)。血液所見：赤血球240

万、、8,0/dj、Ｈt２５％、白血球7,200、血小板18万。血清生化学所見：随時血糖値

１８５ｍｇ/ｄｊ、ＨｂＡｌｃ７,４％、総蛋白５８９/dJ、アルブミン２．４９/ｄｊ、尿素窒素56ｍｇ/d/、

クレアチニン４．９ｍｇ/dJ，ＡＳＴ32単位、ＡＬＴ24単位、ＡＬＰ420単位（基準260以下)、

6１ただちに行うべき検査はどれか。

ａ運動負荷心電図

ｂホルダー心電図

ｃ２０１Ｔｌ心筋シンチグラム

ｄ心筋トロポニンの測定

ｅ血中ウイルス抗体価の測定

６２引き続き、心臓カテーテル検査を施行した。冠動脈造影では、有意狭窄病要

心内膜心筋生検のヘマトキシリン・エオジン染色像を示す。

誤った対処はどれか。２つ選べ。

ａ帰宅させ経過を観察させる。

ｂ尿量が低下してきたので、強心薬を投与する。

ｃ徐脈性不整脈が出現したので、一時的ペースメーカを留置する。

ｄ全身状態は安定しているが、経過観察のため集中治療室で管理する。

ｅ心原性ショックに移行したため、大動脈バルーンパンピングを挿入する。

有意狭窄病変はなかった。左室

帝
陛

－２０５－２０－

ヘマトキシリン・エオジン染色像

６３初期治療の方針としてふさわしいのはどれか。

ａ対症療法で自然回復を待つ

b非ｽﾃﾛｲド系抗炎症薬

ｃ冠動脈バイパス術

。ステロイドパルス

ｅ心膜ドレナージ

－２０５－１９－
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次の文を読み、６７～６９の問いに答えよ。

６０歳の女性◎

現病歴：３か月前から少量の性器出血が持続した為来院した。

妊娠分娩歴：１回経妊、１回経産。閉経52歳。

現症：身長１５８ｃｍ,体重７２ｋｇ･体温36.4℃・脈拍７２／分､整｡血圧148/８８ｍｍＨｇ･腹部は平坦で、

腫癖を触れない。下肢に浮腫を認めない。内診でI室分泌物は暗赤色、中等量。子宮Ｉ室部に

異常を認めない。双合診で子宮体部は驚卵大に腫大しているが、付属器は触れない。直腸

診で子宮傍組織は軟らかい。

検査所見：尿所見：蛋白（－)、糖（一)、潜血（一)。

血液所見：赤血球316万、ＨｂｌＯ２ｇ/dj、Ｈt３１％、白血球6,400、血小板28万。血清生化学所見：

総蛋白７．２９/dZ、アルブミン４．８９/dZ，尿素窒素１８ｍｇ/dj、クレアチニン１．０ｍｇ/dZ、

ＡＳＴｌ８単位、ＡＬＴｌ４単位、ＬＤＨ248単位（基準176～353)。免疫学所見：ＣＥＡ３．７

，９/ｍＺ(基準５以下)､ＣＡ１９－９３３Ｕ/ｍＪ(基準37以下)､ＣＡｌ２５６０Ｕ/ｍｊ(基準35以下)。

子宮頚部細胞診ＮＩＬＭｏ胸部エックス線撮影で異常を認めない。経I室超音波画像を下に

示す。

６４身体診察で認められる可能性の高いのはどれか。２つ選べ。

ａ グル音冗進

ｂ甲状腺腫大

ｃ起市件低巾序

ｄ眼底の新生血管

eｱｷﾚｽ健反射の冗進

2つ選べｃ６５血液検査成績で高値を示すのはどれか。

ａ尿酸

ｂｐＨ

ｃリン

．カルシウム

ｅコレステロール

６６食事療法で正しいのはどれか。

エネルギー（／日）塩分（／日）

ａ1,200６ｇ

ｂｌ,200６ｇ

ｃｌ,200 ８ g

dL4006ｇ

ｅｌ,400８９

ｆ1,800６９

９１，８００６ｇ

ｈｌ,800８９

タンパク質（／日）

４０９

６０９

４０９

４０９

６０９

４０９

６０９

６０９

受
』

蕊

『

曲

雲鯵琴塞
繊；

－２０５２２－

竪垂

経腫超音波画像

－２０５－２１－



「

Ｆ
』

６７診断に有用な検査はどれか。２つ選べ。

ａ子宮卵管造影

b子宮内膜組織診

ｃコルポスコピー

．ヒステロスコピー

ｅプロゲステロン負荷テスト

二の疾患の広がりの検索に必要性が最も低いのはどれか。６８その後悪性所見が確認された。

ａ骨盤部ＭＲＩ

ｂ腹部造影ＣＴ

Ｃ勝耽鏡検査

ｄ大腸造影検査

ｅ骨盤血管造影

６９全身検索で遠隔転移を認めなかった。治療法として最も適切なのはどれか。

ａ 手術

ｂ温熱療法

ｃ癌化学療法

ｄ 放射線治療

ｅホルモン療法

－２０５－２３－

毎
世


